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短
め
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

　

今
回
は
、「
欧
州
労
使
協
議
会（
E

 
W
 

C
）指
令
」に
つ
い
て
で
あ
る
。
周
知
の

よ
う
に
、
こ
の
指
令
は
、
欧
州
労
使
関
係

分
野
で
は
最
も
重
要
な
法
的
枠
組
み
の

一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
い
ま
、
こ

の
指
令
を
巡
り
大
き
な
動
き
が
浮
上
し

て
い
る
。

　

本
欄
で
は
、
指
令
が
規
定
す
る
超
国

家
的
な
労
使
協
議
の
あ
り
よ
う
に
ふ
れ
、

そ
の
改
定
へ
の
最
新
動
向
に
目
を
向
け

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

E
W
C
指
令
の
背
景
な
ど

　

こ
こ
に
い
う
指
令
と
は
、
欧
州
連
合

（
E
U
）が
採
択
す
る
欧
州
大
の
法
令
の

こ
と
。
そ
れ
を
加
盟
諸
国
が
受
け
入
れ
、

国
内
法
と
し
て
施
行
し
て
い
く
も
の
で
、

「
欧
州
労
働
時
間
指
令
」な
ど
、
多
々
存

在
す
る
。

　

ま
ず
は
、「
欧
州
労
使
協
議
会（
E

 
W
 

C
）指
令
」（
以
下
、「
指
令
」）が
施
行
さ

れ
た
、
そ
の
背
景
か
ら
見
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。

　

そ
れ
は
、
か
つ
て
の
欧
州
共
同
体（
E
 

C
）が
、
1
9
9
2
年
に
さ
ら
な
る
統
合

「
欧
州
連
合（
E
U
）」へ
と
移
行
し
た
時

代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
移
行
過
程
で
、

積
極
的
な
政
治
的
・
経
済
的
統
合
が
大
き

く
進
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

企
業
の
事
業
活
動
も
そ
の
波
の
な
か

で
拡
大
し
、
域
内
複
数
国
に
事
業
所
を
設

置
す
る
な
ど
、
超
国
家
的
な
存
在
に
な
っ

て
い
く
。
併
せ
て
国
境
を
超
え
る
企
業
統

合
・
買
収（
M
＆
A
）の
動
き
も
顕
著
と
な

り
、
1
9
9
0
年
に
お
け
る
そ
れ
は
、
つ

い
に
世
界
全
体
の
53
％
に
も
及
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
静
に
あ
っ
て
は
、
労
使
関

係
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
及
ぶ
。
一
国
内

で
の
情
報
共
有
や
労
使
協
議
体
制
で
は

対
処
不
十
分
と
な
り
、
必
然
的
に
超
国

家
的
な
企
業
戦
略
の
決
定
レ
ベ
ル
に
、
従

業
員
側
の
関
与
が
及
ば
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
く
。

　

そ
れ
は
、
雇
用
問
題
を
は
じ
め
労
使
間

に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
、
と
き
に
国
境
を
超

え
る
労
使
紛
争
を
呼
び
起
こ
し
も
し
た

の
で
あ
る
。

■
初
の
指
令
制
定
へ

　

こ
う
し
た
事
態
を
つ
と
に
予
測
し
、
情

報
共
有
・
協
議
を
律
す
る
欧
州
基
準
設
定

を
強
く
求
め
た
の
が
労
働
組
合
の
域
内

連
合
体
・
欧
州
労
連（
E
T
U
C
）（
注
）

で
あ
っ
た
。

（
注
）E
T
U
C
は
、欧
州
41
カ
国
、93
組
織
、
欧

州
産
別
労
連
10
組
織
か
ら
な
り
、
組
合
員

4
5
0
0
万
人
を
代
表
す
る
。

　

そ
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
後
に

触
れ
る
と
し
て
、
E
T
U
C
は
基
準
設

定
、
す
な
わ
ち
法
制
化
を
求
め
、
長
期
に

わ
た
り
地
域
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ（
社
会
的
対
話
）を
中
心
に
働
き
か
け

を
継
続
。
つ
い
に
1
9
9
4
年
、「
指
令
」

採
択
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

15
年
後
の
2
0
0
9
年
に
は「
改
定 

指
令
」（
現
行
、
後
述
）の
採
択
も
み
て
い

る
。
こ
う
し
た
指
令
は
採
択
後
、
規
定
に

よ
り
２
年
以
内
に
、
E
U
加
盟
諸
国
や

欧
州
労
使
協
議
会（
E
W
C
）指
令

－

そ
の
改
定
動
向
の
い
ま
…

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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欧
州
経
済
地
域（
E
E
A
）諸
国
に
お
い

て
、国
内
法
策
定
で
施
行
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

企
業
に
あ
っ
て
は
、
欧
州
労
使
協
議
会

（
E
W
C
）設
置
が
法
的
に
可
能
と
な
る
。

域
内
諸
国
在
の
事
業
所
か
ら
従
業
員
代

表
が
参
集
し
、中
央
経
営
陣
と
会
合
し
て
、

従
業
員
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
超
国

家
的
な
企
業
戦
略
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
情

報
を
共
有
、協
議
す
る
権
利
を
得
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

■
E
W
C
設
置
の
必
要
条
件

　

現
行
指
令
に
よ
れ
ば
、企
業
に
E
W
C

を
設
置
し
う
る
条
件
は
、
当
該
企
業
・ 

企
業
グ
ル
ー
プ
が
域
内
２
カ
国
以
上
に

事
業
所
を
持
ち
、
１
事
業
所
に
1
5
0
人

以
上
、合
計
1
0
0
0
人
以
上
を
雇
用
す

る
場
合
、と
し
て
い
る
。こ
の
条
件
を
満
た

す
と
労
使
い
ず
れ
か
が
E
W
C
設
置
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
特
別
交
渉
委
員

会（
S
N
B
）が
E
W
C
設
置
内
容
に
つ

い
て
交
渉
に
入
る
。
す
な
わ
ち
E
W
C

の
構
成
、
権
限
、
会
議
開
催
の
頻
度
、
会

議
に
係
わ
る
通
訳
・
資
料
作
成
の
ニ
ー

ズ
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
を
も
っ
て

「
E
W
C
協
定
」の
締
結
と
な
る
。

　

従
業
員
代
表
は
従
業
員
で
あ
れ
ば
組

合
員
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
参
加
費

用
は
企
業
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
初
の「
指
令
」
施
行
後
数
年
を

経
た
段
階
で
、
E
U
の
執
行
機
関
と
も
言

う
べ
き
欧
州
委
員
会
は
、
E
W
C
が
8
 
2
 

0
社
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
が
、
そ
れ
ら
は
施
行
対
象
企
業
の

36
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
の
大
半

は
組
合
組
織
率
の
高
い
比
較
的
大
手
の

企
業
で
あ
り
、
従
業
員
数
で
は
全
体
の

60
％（
1
4
6
0
万
人
）
を
代
表
し
た
の

で
あ
る
。

■
2
0
0
9
年
に「
改
定
指
令
」採
択

　

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

1
9
9
4
年「
指
令
」
の
採
択
以
降
、
欧

州
委
員
会
や
各
側
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
が
、
そ
の
施
行
に
つ
い
て
当
然
無

関
心
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
E
T
U
C
は
、
当
初
の
指

令
案
採
択
で
経
営
陣
の
強
い
抵
抗
に
あ
っ

て
い
た
た
め
、
次
善
の
策
と
し
て
採
択
実

現
を
優
先
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
若

干
の
積
み
残
し
を
し
て
い
た
い
き
さ
つ
も

あ
っ
た
。

　

指
令
改
定
へ
の
E
T
U
C
の
活
動
は

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
に
継
続
し
、
既
述
の
よ
う

に
2
0
0
9
年
に
現
行
の「
改
定
指
令
」

が
採
択
さ
れ
る
。
こ
の
改
定
で
は
情
報
、

協
議
、
超
国
家
的
課
題
の
細
部
定
義
づ
け

な
ど
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
従
業
員
代
表

の
訓
練
の
権
利
、
E
W
C
協
定
の
必
要
条

件
の
改
正
な
ど
も
含
ま
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、最
初
の「
指
令
」が
各
国
で

施
行
さ
れ
て
20
周
年
に
当
た
る
2

 
0
 
1
 

6
年
、
欧
州
委
員
会
は
、
労
働
者
の
代
表

制
、
経
営
参
加
、
社
会
対
話
の
重
要
性
を

強
調
し
つ
つ
、「
E
W
C
は
欧
州“
ソ
ー

シ
ャ
ル・
モ
デ
ル
”の
重
要
な
柱
」と
評
価

す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。　

　

本
稿
主
題
の
も
う
一
つ
、
さ
ら
な
る
改

定
へ
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
後
半
部
分
に

譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
法
制
化
に
至
っ
た

全
体
の
流
れ
を
、
簡
潔
に
ふ
り
返
っ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。

法
制
化
へ
の
歴
史
的
経
緯

　

欧
州
大
で
の
情
報
共
有
・
協
議
、
ま
た

は
経
営
参
加
を
法
制
化
す
る
動
き
は
、
既

述
の
よ
う
に
、
つ
と
に
1
9
7
0
年
代
に

浮
上
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
主
要
な
動
き
を
み
れ
ば
、
1

 
9
 
7
 

5
年
の「
欧
州
会
社
法
案
」が
そ
の
嚆
矢

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
会
社
法
案
は
労

働
者
の
経
営
参
加
を
欧
州
企
業
構
造
に

組
み
込
む
と
い
う
、
会
社
法
の
視
点
に
立

つ
初
の
法
案
で
あ
っ
た
。
が
、
経
営
側
の

反
対
で
成
立
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

1
9
8
0
年
に
至
る
と
、「
フ
レ
デ
リ
ン

グ
法
案
」が
提
起
さ
れ
る
。
こ
れ
は
労
使

関
係
の
視
点
に
立
つ
も
の
で
、
従
業
員
の

情
報
共
有
・
協
議
の
権
利
・
手
続
き
を
謳
う

も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
1
9
8
6

年
に
理
事
会
で
凍
結
さ
れ
て
し
ま
う
。

■
労
使
の
自
主
的
取
り
組
み

　

こ
こ
で
注
目
し
て
お
く
べ
き
は
、
法
制

化
を
現
場
か
ら
け
ん
引
し
た
の
が
、
主
要

国
に
お
け
る
労
使
の
自
主
的
取
り
組
み

で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
好
事
例
は
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
の
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
金

属
労
組（
I
G
メ
タ
ル
）を
中
心
に
、欧
州

諸
国
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
工
場
の
労

働
者
組
織
間
で
、「
欧
州
レ
ベ
ル
工
場
協

議
会
」を
設
置
し
、合
計
20
万
人（
1

 
9
 
9
 

0
年
当
時
）を
代
表
し
た
。
同
協
議
会
は

各
国
従
業
員
代
表
か
ら
な
り
、
定
期
的
に

中
央
経
営
代
表
と
会
合
し
、
国
境
を
超
え

る
経
営
方
針
を
め
ぐ
っ
て
情
報
を
共
有
、

職
場
労
働
者
の
声
を
提
起
し
、
協
議
し
て

EWCの図解：EWCは権利であり、特権ではない
（出所：ETUC「EWCガイド ])
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い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
ユ
ー
ロ
パ
イ
プ
な
ど
20

社
ほ
ど
の
超
国
家
企
業
で
自
主
的
に
協

議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

■
初
の
法
制
化
実
現
へ

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
な
が
ら
、
つ
い
に

既
述
の
よ
う
に
1
9
9
2
年
の
欧
州
連

合（
E
U
）発
足
も
迫
っ
た
前
年
の
1
 
9
 

9
1
年
１
月
、「
欧
州
労
使
協
議
会（
E
 

W
C
）指
令
案
」が
策
定
さ
れ
る
。そ
れ
は
、

か
の
フ
レ
デ
リ
ン
グ
法
案
と
同
様
、
労
使

関
係
の
視
点
に
立
つ
指
令
案
で
あ
っ
た
。

　

同
年
９
月
、
指
令
案
は
E
T
U
C
や

使
用
者
団
体
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
の
見
解
を
踏
ま
え
、
修
正
を
経
て

上
程
さ
れ
る
。
正
式
名
称
は「
従
業
員
に

対
す
る
情
報
・
協
議
を
目
的
と
す
る
、
欧

州
共
同
体
規
模
の
企
業
あ
る
い
は
企
業

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
、
欧
州
労
使
協
議
会

（
E
W
C
）の
設
置
に
関
す
る
理
事
会
指

令
修
正
案
」で
あ
っ
た
。

　

指
令
案
の
核
心
に
は
、
次
の
条
文
が
み

ら
れ
る
。「
E
W
C
は
、
従
業
員
の
利
益

に
重
大
な
影
響
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
い

か
な
る
経
営
陣
の
計
画
・
方
針
に
つ
い
て

も
情
報
を
受
け
協
議
に
入
る
も
の
と
す

る
。
こ
こ
に
い
う
情
報
は
、と
く
に
企
業

構
造
、
経
済
・
財
務
状
況
、
雇
用
の
展
望
、

投
資
予
測
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
」。

E
W
C
が
従
業
員
側
の
構
成
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

指
令
改
定
へ
の

最
新
動
向
を
見
る

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
2
0
0
9
年 

に
は
現
行
の「
改
定
指
令
」が
採
択
さ
れ 

た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
ぼ
10
年
後
の
2
 
0
 

1
8
年
、
欧
州
委
員
会
は
、「
改
定
指
令
」

の
実
績
評
価
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、「
改
定
指
令
」の
さ
ら
な
る
改
定

に
向
け
て
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
必
要
性

に
は
ふ
れ
ず
、
む
し
ろ
E
W
C
機
能
の

好
事
例
を
あ
げ
て
推
奨
す
る
な
ど
の
、
ソ

フ
ト
路
線
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

■
E
W
C
の
実
情
は

　

そ
の
欧
州
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
初
の
1
 

9
9
4
年「
指
令
」
が
施
行
さ
れ
て
以 

降
、
2
0
2
0
年
現
在
で
は
、
1
1
8
2

の
E
W
C
が
設
置
さ
れ
、
代
表
さ
れ
る

従
業
員
数
は
1
9
0
0
万
人
を
上
回
る

に
至
っ
た
。
設
置
さ
れ
た
企
業
は
大
多
数

が
金
属
、
化
学
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
で

あ
り
、
多
く
本
社
が
所
在
す
る
の
は
ド
イ

ツ
、米
国
、フ
ラ
ン
ス
、イ
ギ
リ
ス
な
ど
で

あ
る
。

　

こ
の
間
、
E
T
U
C
や
欧
州
労
研（
E
 

T
U
I
。
E
T
U
C
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）、

大
学
な
ど
に
よ
る
E
W
C
の
実
情
調
査

研
究
も
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
E
W
C

の
設
置
状
況
、
具
体
的
成
果
・
実
績
、
機

能
不
足
や
権
利
問
題
、
そ
の
後
生
じ
た

問
題
点
な
ど
の
分
析
が
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

の
は
、
例
え
ば
、
設
置
さ
れ
て
い
る
1
 
1
 

8
2
の
E
W
C
の
う
ち
2
0
0
9
年「
改

定
指
令
」に
十
分
準
拠

し
て
い
る
の
は
6
1
8

に
過
ぎ
ず
、
３
分
の
１

は
94
年「
指
令
」
で
設

置
さ
れ
た
ま
ま
、
残
余

は
そ
れ
以
前
自
主
的
に

設
置
さ
れ
た
協
議
会
と

い
う
状
況
に
あ
る
こ
と

だ
っ
た
。
今
後
、
現
行

指
令
に
つ
い
て
「
す
べ

て
の
E
W
C
を
共
通

に
カ
バ
ー
す
る
必
要

性
」も
指
摘
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

E
T
U
C
の
E

 
W
 

C
対
策
会
議
は
、2
 
0
 

2
2
年
9
月
に
至
り
対

面
方
式
の
会
議
を
復
活

さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
折
か
ら
脚
光
を
浴

び
た
欧
州
議
会
の
デ
ニ

ス
・
ラ
ト
ケ
議
員（
ド

イ
ツ
）が
提
起
す
る
予

定
の
、
指
令
改
定
に
関

す
る「
報
告
書
」（
ラ
ト

ケ
報
告
、
後
述
）
を
中

心
に
論
議
し
、
こ
れ
を

支
持
す
る
と
と
も
に
、

企
業
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ュ
ー
デ
ィ

リ
ジ
ェ
ン
ス
ほ
か
、近
年
の
関
連
す
る
指

令
に
関
す
る
作
業
部
会
を
も
っ
て
討
議

SKF社のEWC対策で、SKF世界労組協議会に集う従業員代表（2022年10月3 〜6日開催、出所：インダストリオール）
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欧州労使協議会（EWC）指令
　－その改定動向のいま…

を
深
め
て
い
る
。

■
ラ
ト
ケ
報
告
の
採
択

　

そ
の
２
カ
月
後
、
2
0
2
2
年
11
月
、

欧
州
雇
用
社
会
問
題
理
事
会
は
、
慎
重
に

審
議
の
末
、
く
だ
ん
の「
ラ
ト
ケ
報
告
」

を
採
択
し
た
。
最
新
の
指
令
改
定
案
の
原

型
と
も
い
え
る
内
容
で
あ
る
。

　

提
起
さ
れ
た
修
正
・
付
加
案
件
の
若
干

を
見
て
み
よ
う（
以
下
、
順
不
同
）。

〇
中
央
経
営
陣
は
、
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
ま
た
い
か
な
る
決
定
も
下
す

前
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
E
W
C
の
い

か
な
る
見
解
に
も
、
合
理
的
な
対
応
を

必
須
と
す
る
こ
と
。

〇
１
カ
国
の
事
業
所
に
お
け
る
決
定
が
他

国
の
そ
れ
に
関
連
す
る
よ
う
な「
超
国

家
性
」概
念
の
定
義
を
、
よ
り
明
確
化
・

拡
大
す
る
こ
と
。

〇
協
議
開
催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
明
確
化
：
中
央
経
営
陣
は
的

確
な
時
宜
を
得
て
E
W
C
と
の
会
議

に
臨
む
こ
と
。
い
か
な
る
状
況
下
で
あ

れ
、
情
報
共
有
・
協
議
を
実
施
し
え
な

い
場
合
、
中
央
経
営
陣
は
そ
の
理
由
を

立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〇
承
認
さ
れ
た
E
U
レ
ベ
ル
労
働
組
合
組

織
の
役
割
の
拡
大
：
E
W
C
設
置
を

協
議
す
る
特
別
交
渉
委
員
会（
S

 
N
 

B
）や
、中
央
経
営
陣
に
対
処
す
る
E
 

W
C
代
表
へ
の
助
成
を
強
化
拡
大
す

る
こ
と
。

〇
E
W
C
設
置
協
定
の
交
渉
期
間
を
よ

り
短
縮
す
る
こ
と
。（
備
考
：
E
W
C

設
置
の
た
め
の
S
N
B
交
渉
は
６
カ

月
間
と
さ
れ
て
い
る
が
、
交
渉
開
始
は

12
カ
月
以
内
と
の
規
定
が
あ
り
、
最
短

で
合
計
18
カ
月
を
要
す
る
状
況
に
あ

る
）。

〇
従
業
員
代
表
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン

ス
の
重
視
：
E
W
C
そ
の
他
委
員
会

構
成
員
の
40
％
以
上
を
女
性
と
す
る

こ
と
。

〇
極
秘
情
報
お
よ
び
デ
ー
タ
の
扱
い
で
は
、

よ
り
明
確
な
ル
ー
ル
が
必
須
で
あ
る
：

中
央
経
営
陣
は
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
極

秘
性
や
そ
の
守
秘
期
間
を
決
定
す
る

上
で
、
客
観
的
な
基
準
を
明
確
に
す
る

こ
と
。

〇
国
内
法
は
実
効
的
な
行
政
上
お
よ
び

法
的
手
続
き
と
罰
則
を
導
入
す
べ
き
こ

と
：
例
え
ば
、
①
E
W
C
と
の
情
報
共

有
・
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
る
こ
と
な

く
経
営
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、
②
極 

秘
事
項
を
不
正
に
適
用
し
た
際
の
訴

訟
、
③
財
政
的
罰
則
、
公
共
援
助
な
ど

の
適
用
除
外
、
等
々
で
あ
る
。

　

概
要
以
上
だ
が
、
他
方
で
、
こ
う
し
た

動
き
に
対
し
、「
変
化
の
激
し
い
時
節
で

の
指
令
改
定
は
、
高
度
な
企
業
決
定
を

困
難
に
す
る
も
の
」と
反
論
し
た
の
は
、

経
営
側（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の

代
表
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
す
る
ラ
ト
ケ
議
員
の
発
信

は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。「
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）や
、

グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
G
X
）は
、
E
W
C
の
関
与
が
あ
っ

て
初
め
て
成
功
す
る
。
経
営
参
加
は
障

害
で
は
な
く
企
業
に
と
っ
て
付
加
価
値

な
の
だ
」。

　

そ
し
て
、
さ
る
2
0
2
3
年
２
月
２

日
、
欧
州
議
会
は
、「
ラ
ト
ケ
報
告
」採
択

を
3
8
5
対
1
1
8
の
圧
倒
的
賛
成
多

数
で
票
決
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
欧
州
委

員
会
に
対
し
、
E
W
C
の
欠
陥
を
補
い
権

利
拡
大
を
十
分
に
保
障
し
、
全
E
W
C

を
対
象
の
立
法
措
置
を
と
る
べ
く
、
１

年
以
内
に
作
業
を
完
了
す
る
よ
う
要
請

し
た
の
で
あ
る
。

　

欧
州
委
員
会
は
こ
れ
に
応
え
、
E

 
T
 

U
C
を
含
む
欧
州
規
模
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
11
団
体
と
の
間
に
、
同
年

４
月
か
ら
第
一
次
協
議
、
７
月
か
ら
第

二
次
協
議
を
実
施
す
る
な
ど
、
具
体
的

な
行
動
を
と
り
始
め
た
。

　

執
筆
時
点
で
進
行
中
な
の
は
、
E
U

条
約
に
基
づ
い
て
10
月
か
ら
開
始
し
た

第
三
次
協
議
で
あ
り
、
３
カ
月
以
内
に

欧
州
委
員
会
は
指
令
改
定
案
を
提
起
す

る
こ
と
に
な
る
。

短
め
の
エ
ピ
ロ
ー
グ

　

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
れ
ば
、
欧

州
委
員
会
は
、
2
0
2
4
年
1
月
31
日
ま

で
に
は
指
令
改
定
案
を
最
終
的
に
策
定

し
、
上
程
に
繋
げ
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
軽
々
の
予
断
は
許
さ
な
い
。

　

こ
の
点
、
E
T
U
C
が「
先
の
欧
州
議

会
が
ラ
ト
ケ
報
告
を
採
択
し
た
こ
と
は
、

前
進
へ
の
第
一
歩
」と
評
価
し
て
い
た
こ

と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

（
了
）

（
前
I
M
F
結
成
1
3
0
周
年
の
年
・
2
 
0
 

2
3
年
11
月
23
日
記
）

●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務
所に入職以来、金属労協事務局長代理、
同国際局長、同副議長（国際委員長）（以
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連帯 落穂拾い」他。


